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まえかき

近年のわか国の工業技術の発展は目ざましく、特に多くの先端技術の分野にお

いて他国の追随を許さぬものも少なくありません。 先端技術ては、技術の壁を

打ち破るために、常に新しい発想か要求されています。

人類数千年にわたる文化的遺産の「宝庫」てあり、また現在も発展し続けてい

る「数学」に発想の源泉の 1つとして大きな期待か寄せられています。 また、

「数学」自体か抽象的な枠組の中て構築された理論を適用され得る分野を求めて

膨張し続けています。 これらの状況のもとて表記の研究集会において「先端技

術の研究者」と「数学の研究者」の各々か抱いている問題 話題を提起し合い検

討することによって、それぞれの分野に「共通の広場」かてき、そこから新しい

展開の芽か、はくくまれることを期待するものてあります。
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